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 編 集 後 記
　2017年は、小学校・中学校の次期学習指導要領が公示されるとともに、大学入試の在り方についても「高大接続改
革」といわれるような様々な議論が進み、子どもの教育を取り巻く社会の変動をまさに感じる年となりました。知識や
技能といった、覚える、身につけることが出来る力、容易に尺度を作り評価することができる力ではなく、容易に身に
つけることが出来ない、容易に尺度を作り評価することができない力を、育て、そして測る時代に突入しようとしてい
るのかもしれません。こういった時代に大学はどのように立ち向かっていけばよいのか。これを考える視点として「資
質・能力」というテーマを設定し、先生方から多くの論考をご寄稿いただきました。
　歴史の中では、時の文部官僚澤柳政太郎が卒業試験を廃止した明治33年の「第 3次小学校令」以後、「学習」という
社会の圧力は揺れ続けてきたように感じられます。勉強させることが必要なのか、勉強以外の時間があることが大切な
のか、個性を大切にすることが重要なのか、優れているとは何なのか。今日の「資質・能力」に関する議論を、学習と
いう社会の圧力の中でどのように捉えたらよいのか、あらゆる文脈から議論することが必要なのかもしれません。
　最後になりますが、まずは、ご寄稿頂いた先生方に感謝を申し上げます。お忙しい中タイトなスケジュールで校正に
ご協力を頂き、ありがとうございました。また、本所報の発行に際し、様々な方からご支援・ご協力を頂きました。ご
支援・ご協力頂いた全てのみなさまに感謝申し上げます。誠にありがとうございました。（峯村）
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